
平成28年5月6日

嘉島幼稚園

行　事 たんぽぽ すみれ さくら

９日 月 お話会 11時30分降園

１０日 火 検便・検尿　　絵本貸出① 11時30分降園

１１日 水 11時30分降園

１２日 木 11時30分降園

１３日 金 11時30分降園

１６日 月 身体測定 11時30分降園

　熊本を突然襲った「平成２８年熊本地震」。大きな被害の爪あとを残し、半月経った今もなお、その傷
が癒えることはありません。それは建物の被害だけではなく、人々の生活や心までも乱してしまいまし
た。大人でも大きな不安や恐怖を覚えたくらいです。子どもたちの心の傷は計り知れないものでしょう。
まずは少しずつ安心して日常生活を送ることができるよう、子どもたちの心のケアを第一に取り組んで
いきたいと思います。

通常保育
※簡易給食

短縮保育
※★１簡易給食

No.2

１７日 火 11時30分降園

１８日 水

１９日 木 内科健診　ＡＬＴ

２０日 金 いも苗植え　後援会役員決め

２３日 月 お話会　役員会

２４日 火 歯科健診　　絵本貸出②

２５日 水

２６日 木 後援会総会　学級懇談会

２７日 金

３０日 月

３１日 火 ★３誕生会（４・５月生まれ）

★１

★２ 後援会役員決め

　今年度も一人一役で委員会に属していただき、後援会として幼稚園の活動のご協力をお願いいたし
ます。（詳細は後日別紙をお配りします。）
　時間：１３：００～１３：５０　　場所：遊戯室

通常保育
※簡易給食

簡易給食について

　給食センターはこの度の震災で修理と水質検査が必要になったため、しばらくは「簡易給食」になりま
す。通常の給食開始はまだ未定です。決まりましたらお知らせします。ご了承ください。

※合わせて、全幼Ｐの参加者決めも行います。

１４時降園
※簡易給食

通常保育
※簡易給食

短縮保育 　※簡易給食

★３ 地震の影響で実施できなかった４月生まれの誕生会を５月生まれの誕生会と合同で行いたいと思いま
す。よろしくお願いします。

たんぽぽは１２：３０～　　　すみれ・さくらは１４：００～になります。よろしくお願いします。



○

○

○

　

○ 二次的症状

震災は日常性を奪いました。そこから回復するた
めには予測可能な「日常性」の確立が重要です。
できるだけ見通しがたち、平常に近い生活リズム
を維持する工夫をしてほしいと思います。

→もう一度地震が来ないか不安、家族・友だちな
どと一緒にいないと不安、急に地震の時のことや
恐怖が想起される、地震の話をしたり聞いたりす
るのがイヤ

→頭痛・腹痛、咳、皮膚のかゆみ、流涙、寂しさ
や落ち込み、人と関わるのがしんどい、人に頼り
たい

　この他にも、おねしょ、甘え、幼児語などの子ども返りが
生じたり、悪夢、家には入りたがらない。

＜子どもたちとどうかかわるか＞

○あたたかいコミュニケーションを…

自由に気持ちや思いを表現できる雰囲気が大切
です。無理に語らせることは厳に慎むべきです
が、不安や喪失の悲しみなどを子どもたちの
ペースや方法で表現することは回復の助けにな
ります。そのときは「そうだったんだね。」「なるほ
どね。」と受容的に聞いてください。

抑うつ傾向が生じる

→不眠、集中力欠如、イライラ・怒りっぽい

揺れに対する過剰反応

→小さな音、揺れに過剰に反応する

震災そのものに不安を示す

いつも以上に子どもたちに関心を寄せ、よく見て
あげてください。そして安心感を与えるあたたか
いコミュニケーションを心がけましょう。自然なス
キンシップも効果的です。

○震災をタブーにしない…

○予測できる毎日を…

子どもたちの

心のケアについて

上記に書いたような心理的・情緒的・行動的・身体的反応

が生じることがあります。

これらは「異常な事態における正常な反応」であり、このよ

月 日 月 日 月 日
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<後援会総会・学級懇談会の日程>
９：００～１０：００　　後援会総会

　　　１０：１０～１０：４０　　懇談会（たんぽぽ）
１４：００～１４：３０　　懇談会（さくら）

※さくらは終わり次第降園
　　１４：３０～１５：００　　懇談会（すみれ）

○よく食べて、よく眠る…

こころの健康は身体の健康と深い関係がありま
す。生活習慣を整え、栄養と水分をしっかり摂る
こと、そしてよい睡眠を確保することが大切で
す。

参考文献：「嘉島町学校保健会」で配られた資料より
千葉大学教育学部準教授/臨床心理士　　磯邉　聡

これらは「異常な事態における正常な反応」であり、このよ

うな出来事に遭遇すれば誰もが同様の反応を示す可能性

があります。適切なかかわりによって次第におさまっていき

ますので、責めたり否定したりすることのないようにしてくだ

さい。

また、これからも当然起こりうる反応ですので、受容的に

接してくださいね。

できることを

できるところで

できるだけ

生活リズムを整えましょう

「早寝・早起き・朝ごはん」をなかなか

実践できない、という声をよく聞きます。

そこでおすすめしたいのが、早起きか

ら始めること。朝の光を浴びると体内

時計がリセットされ、脳が目覚めます。

そして、朝ごはんをしっかり食べる時

間ができ、昼間は活動的に過ごせて、

夜は早く眠りにつくことができます。子

どもたちは新しい環境に緊張し、体調

を崩しやすくなっています。こんなとき
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今年度の誕生日会の年間開催予定日です。よろしくお願い
します。

を崩しやすくなっています。こんなとき

こそ、早起きをして生活リズムを整えて

いきましょう。




